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あらまし：本研究では，PBL 等において重要性が増している模索的 Web 探索の遂行能力育成手法の開発

を目指す．特に，実際の探索活動で認められる「既有ページに対する注目行為に，未熟者の認識や探索意

図が，半ば無意識的に体現される現象」に注目し，段階的な手がかり示唆による能力育成支援の実現を目

指す．本稿では主に，提案手法の枠組み，および，手がかり情報の抽出について述べる． 
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1. はじめに 

PBL等における課試行錯誤性の高いWeb探索では，

探索結果と経緯（獲得したページ，検索クエリの使

用推移など）を理解し，次の探索に繋げる必要があ

る．しかし，探索の進捗に伴い，介在する情報が増

加するため，探索結果・経緯の理解が難しくなる．

また，検索結果に対する探索者の評価は重要だが，

探索の意図や方針は逐次変化するため，最新の探索

状況を踏まえて意図を検索クエリとして表現するこ

とは難しい．加えて，未熟者は探索作業中のいずれ

かの段階で躓くことで，能力習得のために重要な試

行錯誤を経験し難い． 

一方，熟練者は，検索の方向性や検索クエリを示

唆するなどの指導が可能だが，実際の時間制約下で，

個々の未熟者の探索進捗状況を把握した上で助言を

与えることは難しく，自身の経験に基づいた一般的

な指導にとどまってしまう実情がある． 

これに対して，ページ選択支援[1]やクエリ推薦[2]，

Web サービスの分類管理[3]など，様々な Web 探索支

援が試みられているが，探索効率化に主眼を置くも

ので，探索能力育成としては有効とは言えない．  

本研究では，実際の探索活動で認められる既有ペ

ージに対する注目行為に，未熟者の認識や探索意図

が体現されることに着目する．探索履歴の分析に基

づいて，更なる探索の足掛かりとなり得るものを抽

出・活用し，探索者自身の現状認識を反映した探索

能力育成支援の実現を目指す． 

 

2. 問題点と支援方針 

未熟者による模索的な Web 探索における問題の

うち，以下の点に焦点をあてる． 

（問題点 1）探索未熟者は探索結果・経緯を十分に

理解することが難しいこと 

（問題点 2）未熟者は最新の探索状況を踏まえて自

身の意図を新たな検索に活かすことが難しいこと 

（問題点 3）探索中に躓くことで，模索的な探索に

おける試行錯誤を経験し難いこと 

 上記の問題点に対して，本研究では，まず，探索

意図・成果をクラスタとして整理する環境を提供す

る．その上で各クラスタを構成するページを分析し，

注目ページ抽出手法を開発する（問題点 1 への対応）．

次に，注目ページに応じた検索方針・検索クエリ生

成手法を開発する（問題点2への対応）．さらに，段

階的な手がかり示唆の削減による能力育成戦略を開

発する（問題点 3への対応）．これにより，未熟者自

身に，探索結果・経緯理解とそれに基づいた探索遂

行を実際的に体得させる新たな能力育成方法を開発

する．支援の概要を図 1 に示す． 

3. 探索意図・成果の整理のための注目ページ抽出 

探索を進める際に，獲得した既有ページを分類・

整理することが重要だが，個々のページをその都度

整理することは探索者にとって負担を要する．本研

究では，既有ページをクラスタリングし，ページ整

理のたたき台として提示する．また，新たに獲得ペ

ージが増えた場合，探索者の整理したクラスタを考

慮した上でクラスタに配置する． 

本研究では，既有ページ中で潜在する「探索者の

現状認識・要求を体現し，更なる探索の足がかりと

なるもの」に着目する．クラスタを構成するページ

中から注目に値する手がかりページを抽出し，探索

者に提示する．本研究では，典型的な注目ページと

して以下の 3 つを抽出する． 
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図 1 探索能力育成支援の概要 

 

①求める情報を概ねカバーしているページ：各クラ

スタの主要な特徴語を抽出する．次に，クラスタ中

の各ページの特徴語とその重要度を抽出する．その

上で，クラスタを構成するページの中で，クラスタ

を代表する主要特徴語を網羅する度合いの高いもの

を選出する． 

②求める情報の一部について詳述するページ：①の

場合と同様に，各クラスタの主要特徴語，および，

クラスタを構成する個々のページの特徴語をそれぞ

れ抽出する．その上で，１つのクラスタを構成する

ページについて，テキスト量（文字数），特徴語の有

する重要度を比較分析し，「テキスト量が一定以上で

あり，より重要度の高い特徴語を含む度合いの高い

ページ」を選出する．  

③複数の話題を含んでいるページ：はじめに，クラ

スタを構成する個々のページの特徴語をそれぞれ抽

出し，一定以上の重要度を有する特徴語を含むペー

ジのみを抽出する．次に，抽出したページ（クラス

タを構成するページの一部）を，内容の類似性に基

づいて分類する．つまり，仮のサブクラスタを抽出

する．その上で，抽出した各サブクラスタを代表す

る特徴語を改めて診断し，他のクラスタの特徴語と

一定以上の差を有するものを抽出する． 

4. 注目ページに応じた検索クエリ候補生成 

探索者が最新の状況で求める情報を得る手助けと

して，探索者が注目ページとして選択したページに

応じて，検索方針毎の検索クエリを生成する．ここ

で，抽出した手がかりページ毎に取り得る探索方針

は異なるため，注目ページの性質を考慮し，探索方

針に応じて，検索クエリを抽出する． 

本研究では，探索者が注目する既有情報の一部に

ついて更に詳細を求めるケースには「似て非なる」

ページを探す方針，既有情報に対して広く関連ペー

ジ獲得を求めるケースには「内容の類似」したペー

ジを探す方針などの方針を対象とする． 

5. 段階的手がかり示唆削減による能力育成 

本研究では，探索未熟者の探索経験段階を推定し，

探索段階に応じて示唆を与える．まず，成果物の収

集状況や検索クエリの変更間隔などの影響要因を分

析し，「整理不足」「クエリ閉塞」など探索経験状況

を推定する．推定された探索状況に応じて，手がか

り情報を示唆する．また，各状況に応じて与えるべ

き手がかり情報の示唆を段階的に減らすことで，「探

索成果・経緯の理解」「新たな探索遂行への反映」の

問題を軽減しつつ，探索未熟者の「探索状況理解と，

それに基づく実際的な探索遂行経験」を促進し，探

索能力を育成する． 

 
図 2 既有ページの管理・観察のための環境 

6. おわりに 

本稿では，模索的 Web 探索における未熟者の試行

錯誤経験促進のための，ページ選択行為の分析に基

づく段階的な手がかり示唆について述べた．今後は，

実際の模索的探索における探索状況を精査し，各手

法の改善を進める． 
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